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          医療連携だより 

11月17日 松堂会館「これだけは知っておきたい薬のお話」 （講師：薬剤師小野寺） 

11月24、26日 佐倉河地区センター「みんな知りたい！膝痛予防体操」（講師：PT中山） 

11月26日 有料老人ホーム花笑 「自分らしい終活しませんか?」（講師：看護師石川） 

長らくお休みしていた出前講座ですが、地域の皆さまのご協力のもと、検温や手指消毒などの感染

対策を講じながら再開することができました。 

ご参加いただいた皆さま、開催にあたりご尽力いただいた関係者の皆さま、ありがとうございました。 

参加いただく方に効果を感じていただくこ

とが出来るよう、各回の参加人数を5名と

し、2日間に分けて行いました。 

実際に体操をしながら、関節痛が起きるし

くみや動きのポイントなどを学んでいただ

きました。 

参加いただいた皆様からは、「目からうろ

この内容。自宅でも教わったことを続けた

い」「体が軽くなった」とご好評いただき

ました。 

地域の16名の方が参加されました。 

講座では、薬剤師から、薬の効果や正しい使い方、薬

を飲むタイミングなどについて話されました。 

質疑応答では、参加者の方から「薬はお茶で飲んでは

ダメ？」、「サプリメントは処方薬と一緒に飲んでよ

い？」、「先発品と後発品に質の違いはある？」など

積極的に質問があり、服薬についての関心の高さがう

かがえました。 

9名の利用者さまにご参加いただき、気管

内挿管、人工呼吸器、経鼻経管栄養、胃

ろうなどの意思決定についてお話しさせ

ていただきました。「延命治療をしても

らいたくない時はどうするか？」など質

問もありました。自分らしい生き方を考

えていただく機会になったのではないで

しょうか。 



 

    医療連携だより 

奥州市総合水沢病院     医療連携室 
〒０２３－００５３ 

岩手県奥州市水沢大手町三丁目１番地 

電     話     ０１９７-２５-３８３３（内線２５７） 

ＦＡＸ  ０１９７-２５-４０１２（医療連携室直通） 

ホームページ    http://www.mizhsp-iwate.jp 

 ≪奥州市総合水沢病院基本理念 ≫  

 「市民に身近な医療を提供する病院」「健全を基盤に活力のある病院」 

 【方針】  「市民と職員との心の通い合う医療を目指して」 

                       1．患者様最優先の医療サービスを志します             2．市民の健康を増進する医療サービスに努めます 

       3．最善かつ負担の少ない医療を提供します                4．医療水準の向上に努め、安心安全を提供します   

                       5.  地域の各医療・保健・福祉機関等と連携します             

【おねがい】 
○医療機関からご紹介いただく場合は、あらかじめＦＡＸによる診療申込を 
 お勧めしております。 
○当日のご紹介につきましては、直接診療科の医師へご一報のうえ、ＦＡＸを 
 お送りください。 
 
患者様がスムーズに診察を受けていただけるよう、ご協力をお願いいたします。 

１階エレベーター向かい

に掲示しています 

ぜひ一度ご覧ください！ 

10月、奥州市東水沢中学校の1年生、

2年生の皆さんより応援メッセージが

寄せられました。 

職員への激励、応援の言葉をたくさ

んいただき、一同元気をもらっています。 

東水沢中学校の皆さん、ありがとうございました！ 

届けてくださった先生（左）と一緒に 


